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を培養し Perl発現リズムを測定した。また CCDカメラを用いて、 1細胞レベルでの発光
リズムの解析を行った。
結果 :SCNスライスにおける Perl発現リズムの位相は、光周期と SCNの部位に依存し
て変化した。更に、日長に関わらず、尾側の Perlリズムピークは行動リズムの活動終了位
相と相関し、吻側のピークは活動開始位相と相関した。一方、長日下の吻側のみ、 Perl発
現リズムは二相性を示した。以上の結果から、尾側 SCNにM振動体、吻側 SCNにE振
動体が局在する可能性が示された。また、吻側SCNには明期開始に同調する第3の振動体
の存在が示唆された。
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